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第1編

歯科底療のシステム論理



第1章 生物圏と患者

Daryl Beach 

はじめに

このレクチュアは ‘‘生物圏と患者＂ という題であるが，これはあえて先生方に新しい基準

点，新しいリファレンスに対する注意を喚起したいと思ったのでこのような題を選んだ．現

在，世界の状況は刻々と，非常に急激に変わりつつあって，以前人類がつくり出したリファレ

ンスに関しても，もう1度復習してそれを確認することが必要になってきた．いま，世界中の

人たちは，今後一体何が起こるのかと非常に不安な状態にある．価値観も変わりつつあるし，

何かが起こりつつあるということは， だれもが感じていらっしゃると思う．

人類の歴史を振り返って見ると，われわれがどのような形でこの地球圏に存在してきたかを

考えることによって，人類の将来もある程度予測することができる．特にわれわれが現在生き

ている世代は，人類の歴史の中でも最も大事な転換期であるということができる．われわれの

世代がとる決定によって，人類の将来は非常に大きな影響を受ける．私どもの行動や決定が，

これから先の世代に多大な影響を与えることになる．

人間のグル ー プとシンボル

これまで，過去の時代においては，人間の本能として，グル ー プのためにグル ー プのことを
考えてきた．たとえば村落などの小さなグル ー プで，お互いの関係をスム ー ズにしてきた． そ

のグル ー プの範囲は，人間が人間として感覚できる範囲内にとどまっており，そのためにグル
ー プの活動の範囲は非常に限られたものであった．そこでは，人間の動きだとか，あるいは感 ·

覚だとかがグル ー プに影響を与え，また常に誰もがダル ー プのことを考えながら行動してき

た．

人類の歴史のうちのほとんどの間，人間のグル ー プはグル ー プを外敵だとか外の環境から守

るためにだけ関心を持ってきた． そのグル ー プの存在にとって害となるような， あるいは活動

を阻害するような外的な環境から， 自分たちを守ることが一番大きな関心であった．
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われわれ人間の本能， 特にグル ー プについての本能を考える場合， この点 をよく考えなけれ

ばならない特に人間がグル ー プとしてある場合， その限界は何であるか， 可能性， 潜在性は

何であるかを知ることによって， どういう危険性がひそんでいるかということもわかるのであ

る．

比較的最近ではあるが， 世界では共同体， コ ミュニティと呼ばれるグル ー プがだんだん大き

くなってきている． コ ミュニティというのはわれわれの行動とそれから感覚が直接影響を与え

ることができる範囲ということである．これらのグル ー プがだんだんふえるにつれて， グル ー

フ゜とグル ー プとの間の コ ミュニケーションは ‘‘シンボル ’ 'に頼ることとなった． それが1つの

共同体とまた別の共同体との関係をつくり出した数百年ほど前から， これらのグル ー プがだ

んだんと大きくなってきて， シンボルによって コ ミュニケーションを行うことが非常に大切な

問題になってきた．そこで， 人間の生活がシンボルに非常に大きく依存するようになった． 特

に最近はその傾向が顕著である．

現在では， これまで人間が使っていたシンボl・レをもう1度再評価する必要が起こっている．
この生物圏の中で人間が安全な状態で生き延びるために， 果たして現在のシンボルが正しいも

のであるかどうか， チェックしなければならなくなっている． そして， われわれは自分の感覚

でもって， この生物圏と人類を守るための新しいシンボルを， 注意深く選ばなくてはならなく

なった．

生物園のル ー ル

••最近では国だとか， 国境だとかいう概念はだんだん弱ま りつつある．たとえば人間の行動

を， いまの段階では1つの国の政府などが規制しているが， そのようなやり方や考え方はだん

だんとなくなっていくであろう．これからは， 国の法律， 政府が出した法律などではなくて，

生物圏がわれわれに与える法律， あるいはルールというものがもっと大切になってくる．生物

圏が与えるル ールというのは， われわれ人類ができるだけ長くこの生物圏に生存するためのル
ールである．すべての人間の活動は， 歯科をも含めてもう1度考え直す必要がある．われわれ

が行う活動， つまり人間の活動はすべて， 生物圏を第1に考えなければならない．それが患者
に対する再反省につながるのである．

人間の共同体がグル ー フ゜として30年前に 持っていた責任と， 現在の責任とはどのように変

化してきたのだろうか．これは， グル ー プとして活動を行っている歯科医が持つ責任とお考え

になっていただきたい図1-1に， ヘルスケア ーにたずさわる者の責任と書いてある．歯科医

は， そのヘルスケア ーにたずさわる人である． われわれはそのようなトレ ーニングを受けて，一

免許を持って， そして1つの診療単位を管理する責任を持っている． 同時にそのような権利を
も持っているのである．

つい最近まで， 歯科の医療機関， つまり歯科診療所はほとんど1人の歯科医によってのみ活
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動が行われてきた．ここで管理者（アドミニストレ ー タ ー）ということばが出てきているが，

このことに関してはあとでお話ししたい組織者（オ ー ガナイザー）とア、ドミニストレ ー タ ー

とはどういう違いがあるかということに関してもあとでお話しする．もうお気づきになったと

思うが，このホ ームボジション会議においてはオ ー ガナイザー ということばが非常によく使わ

れている．そして統合（インテグレ ーション）ということばもよく使われている． ここで， ァ

ド ミニストレ ー タ ー とオ ー ガナイザーの違いが何であるかを， 明確にしておくのは非常に大切

なことである．

ヘ ル スケア ー を行う 人の5つの責任

ヘルスケアー を行う人の責任は，どのようなものであるかを見てみよう．

今日の社会においては， ヘ ルスケアーを組織する人の第1の責任は，生物圏， つまりわれわ

れが住んでいるこの地球を守ることにある． これがまず根本的な責任である． われわれは第1

に生物圏の問題に目を向けなければならないバイオスフェアー一生物圏ということばは，少

しなじみのうすいことばであるかも知れないわれわれ人間は，地球という生物圏に生きてい

るわけである． だから，地球生物圏というふうにいいかえてもよい．

人類は，ずいぶん長い間地球上に存続してきた．しかし，現在われわれがここでとるいろい

ろな決定が，人類の寿命を決定するともいえるのである． つまり， われわれがこれからどれだ

け生き延びるかということは，われわれの行動と決定にかかっている． つまり地球に生命を存 ．

続させるため，この生命は人間の生命ということになるが，人間が存続できるようにすること

が最も大切な責任になってきた． ゴ キブリの生存にiまそれほどわれわれは関心はない．

2番目にわれわれが責任を持たなければならないグルー プは， コ ミュニティ ＿共同体であ
る．生物圏（バイオスフェア）は非常に大きなものであるから，これはシンボルで討議するよ

りしかたがないだから，われわれの信頼できるシンボルをつくらなければならないし， それ
も人々の間で正確に，そして安定性をもって理解されるようなシンボルでなければならない．
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しかしこの 2 番目のコミュニティというのはちょっと単位が小さくなるので，実際に行動を行

った場合，その影響をすぐに見ることができる． それを感覚で感知するかあるいは見るかする

ことができる． たとえばわれわれの感覚――聴覚，視党，触覚，圧力に対する感覚，特に疼痛

の場合には圧力ということが問題になるが，そのような感覚に対しては，共同体においては直

接それを感じたり見たりすることができる．つまり，それだけグル ー プが小さくなったため

に，自分の感覚に直接はね返ってくるわけである．

3番目はもちろんヘルスケア ーの実践者として，患者さんに対する責任である．

4番目はヘルスケア ー ・ パフォ ー マ ー ・グルー フ゜への責任である． これは数十年前にはなか

ったことであって，つい最近まで歯科医というのは1人で仕事をしていたから，歯科医1人と

患者1人という関係であった． しかしながら，現在ではそうではなく， 歯科診療はグル ー プ活

動として行われている． だから，責任を伴った活動の場合には，そしてそれをグル ー プで行う

場合には，どのような責任が生じてくるかということを考えなければならない． これをわかり

やすくいえば， 診療所で一緒に働いているス タ ：ソフに対する責任というふうに考えればよいだ

ろう．

そして，第5番目に家族に対する責任が最後である．

この順序で考えたならば，そのグル ー プの関係というか，活動というのが非常にわかりやす

くなるのではないだろうか． 少なくとも私にとってはこの順序が 一 番論理的な順序だと思う

し， 少なくともこれをもとにするのならば論理的な決定が下せるであろう．

では次に，かりに 30 年前に歯科医が持っていた責任とこれを比べてみたい． 現在歯科医が

持っている責任とどう違ってきたか． あるいは40年前との比較でもかまわないが，30~40年

前においては，歯科医の責任というのは，主に歯科医は1人で仕事をしていたから，スタッフ

のことは考える必要はなかった． 材料や予算面は別として，歯科医はあくまでも個人として，

患者さんに1対1で対していたわけである． それと家族に対しての責任感はあったと思う．だ

から，3と5の責任だけしかなかったのである．

しかしながら，1975 年にはこの状態はもう存在しない． 歯科医が個人として，ただ患者と

その家族だけに責任感を感じているというような歯科医は，人類および生物圏，共同体に矛盾
した存在になってしまうであろう． 生物圏に住んでいるグル ー プというのが1番大きなグル ー

フ゜， 2番目が共同体， そして3番目が患者さん，そして4番目が診療所で働くスタ ッフ，最後
が家族である． わかりやすくするために例をあげてお話ししたいと思う．

人間・環境・知覚

たとえば人間というのは環境の中に住んでいるわけである． しかしながら，他人は 1 つの環

境にもなるわけであるから，人間環境， つまり人間関係であるが，そのような環境と人間以外
の環境というふうに分けて考えたいと思う．
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われわれにとって一 番大切な環境というのは，進化でつくられた地球の環境， 山だとか，川

だとか，水だとかいうことになる． それが一 番ベーシックなものである． 現在，われわれはそ

のような根本的な関係，つまり人間と地球との関係をあまりに無視しているのではないかと思
ぅ． 人間と地球の関係こそ人類の生存の鍵を握るものである． また，人間と人間の関係という

のは二義的なものになる． だから，まず人間と地球， 自然との関係に目を向けなければいけな

いわけである． 現在では社会が大体その方向に進んでいるし，あと 2~3年たったならば，人

間と地球の関係こそ根本的な関係だということがより普及してわかりやすくなるだろう． 環境

（エンバイアメント）と知覚（パーセプション）の関係については，環境というのは，われわ

れが触ったりして感知することができるものである． ふつうわれわれが，環境を感知する方法

としては，圧力を受けるかあるいはものを引っぱる，つまり触覚で感じる． そしてそのあと，

音，色というふうに続く．しかしながら，人間にとって根本的な感覚というのは，何より触っ

て感じるということであるから，触覚がまず最初である．

したがって，まずわれわれは環境をそのように感覚し，分析しなければいけない． 感覚があ

って知覚がある． パーセプションは脳というふうに考えていただいてよV ヽ． だから，脳のエネ

ルギーと環境のエネルギーをどのように関連づければいいかということになる． もし人間の脳

のエネルギー，あるいはわれわれの感覚が環境に矛盾するものならば，あるいは環境のエネル

ギーに矛盾するものならば，われわれの知覚というのをもう1度疑ってかからなければならな

いそして調整をするようにしなければならない

人間にとって一 番安全な道というのは，環境を感知するときに ‘‘実体＂ を感じるという方法

である． もちろん，実体ではなくてシンボルだけで関係づけることもできる． シンボルという

のはあくまでも実体を代表するものであるから，必要なことは必要であるけれども，不幸なこ

とに，最近では人間というのはシンボルのほうをずっと信用してしまって，実体に関心を持て

なくなってしまった． これは非常に困ったことであって，われわれはほんとうにシンボルだけ

にたよるのではなく，実体というものをもっと見なければいけないのである． シンボルという

のは抽象的なもの,._ fことえばことばやお金のようなものがシンボルだと考えていいと思う． だ

から，われわれはシンボルに関しては非常に注意深く考えなければいけない．

グル ー フ゜活動のための新しいシンボル

このホ ームボジション会議においても，いままでになかったことば，あるいはシンボルを使

っている． よく先生方が耳なれないというふうにおるしゃるけれども，少なくとも私どもは，

現在歯科で使っていることば，シンボルというのは変えなければいけないと思っている． もち

ろん，新しいことば，新しいシンボルというのは慣れるまではちょっとわかりにくい，おかし

いとお思いになるかもしれないしかしながら，それがほんとうに必要であるならば，やはり

正しいシンボル を使うようにしなければならない歯科で現在まで使われていた伝統的なこと
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ばは，われわれの感覚に矛盾するものである． われわれの感覚に矛盾するということは生物圏

にも矛盾するし，患者さんに対しても決してよくはないもうこのへんでわれわれはシンボル

の意味をもう1度深く考えて，正しいものを使うようにし，必要ならば変えなければいけない

と思う．

なぜシンボルの問題がそれほど大切かといえば，いままで少なくとも歯科においては，われ

われの知覚というのは個人の行動，つまり患者さんに対してこういう行為をする，あるいは治

療 をするということにあったわけである． つまり個性や個人の好みというのが非常に大きな場

所を占めていた． 歯科医は常にいままでは，これは私のやり方だし，個人の好みでこうやって

いるんだ， 患者さんは私がこうやったって何も文句はいわないし，満足している． ときどき患

者さんが文句 をいうこともあるけれども，それはたいして問題にならない． 歯科医は 自己流の

やり方で，あるいは 自分だけのやり方で仕事をしていればよV ヽ． 家族をささえるだけ十分の収

入もあるから成功してきた… とい ってきた． ・しかし成功というのは決してお金ではない． 成功

というのはシンボルではないつまり，お金というのはあくまでも1つのシンボルであ って，

お金があるから成功したなどということは間違った考え方である．

そこで，歯科におけるシンボルというものを変える必要が生じてきた． より知覚しやすいシ

ンボルでなければならないし，グル ー プの関係に役に立つシンボルでなければならない． 現在

では， 歯科診療という活動がグルー プに，すなわち個ではなく群れになった． グルー プになっ

たのである． いままで個性を打ち出せばよかったものが，そうではなくなった． いままで1人

でやっていた場合には，実体だけを扱っていればよかったので，別にシンボルにする必要はな

かった． 患者さんに対してだけコミュニケーションを行って，シンボルを与えていればよかっ

たのであるが，現在ではそうではなくなっている．

1人で診療をやっていた時代には，患者との関係だけを考えればよかった． しかしながら，

そのようにしてできたシンボルは不完全なものである． なぜならば，現在では歯科医はグルー

プで活動 をしているので， そのグル ー プ全員にわかるようなシンボルを用いなければならな

ぃ．そして， そのシンボルはより正確でなければならない何が大切であるかの優先性などを

はっきりと打ち出すシンボルでなければならないし，そのシンボルもただ漠然としたエリア や

解剖学的にこの部分というふうにいうのではなくて， 点，線，面で表わせるようなシンボルで

なければいけないなぜならば，たとえば歯科医がア シスクントと一緒に仕事をしている場合

を想定しても，もし歯科医が非常に不 自然な活動をし，不自然な動きをし，不 自然なシンボル

を使っている場合には，相手に対しての悪影響が非常に多くなるからである． 現在では，ア シ

ス タ ントだけとではなく，数人の人と一緒に仕事をする場合が多くなったので，特にそのこと

が顕著になってきている．

最近，若い歯科医の先生方に ‘‘あなたは歯科医として診療所を開設する場合には何人のス タ

ッフが必要か ’ 'という質問 を出したところ，平均的な答えとして大体7 ~8人という線が出
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た． 別のグル ー プの場合には5 ~6人という答えも出たけれども，いずれにせよ，現在では歯

科医は1人では仕事ができないという考え方が非常に普及してきている．

それで，われわれ歯科医がグル ー プで活動する場合は，その行動のパターンというのはあく

までもグル ー プを頭に置いて，グル ー プ活動の原則を打ち立ててやらなければいけないことに

なった． このグル ー プ活動の際に必要な原則というのは何であろうか． また，果たしてそのよ

うな原則があるのだろうこか． これをわれわれは自問自答してみる必要がある．

なお環境とビヘイビア（行動）の関係については，われわれが知覚としてものをとらえた場

合に，あるいは知覚したのちに行動を起こすわけである． 人間の行動は一言でいえば，人間の

からだあるいはものの表面を変化させることであるというふうにいえる．

たとえば，人と人との関係，人間を治療するというような場合には，その行動は相手の人間

の表面が変わる，サ ーフェイス ・ チェンジということでわかるわけである． たとえば人間が物

を扱っている場合，1つの形あるものに何か活動を行っている場合は，その物の表面の形が変

わったということによって行動が規制づけられ，あるいは行動を定義することができる． つま

り，われわれが環境のもとで行動するということは，物の表面か人間の表面を変えているとい

うことになる．

ヘルスケア ー の価値の変化

これまで，歯科医はグル ー プでの活動に関してあまり考慮をはらわなかった． そのためにこ

こ10年間ぐらいの間，歯科医には大きな混乱が生じている． 特に，昔から治療をしていらっ

しゃる先生，たとえば京都の堀内先生はいまお年が84歳であるがいまでも非常に活発に仕事

をなさっておられるし，歯科の分野でもたくさんの経験を積んでおられる． 先生などは，この

20年間ぐらいの間に，歯科が非常に急速に変わってきていることを感じていらっしゃる ので

はないかと思う． 昔は歯科医は1人で仕事をやっていたから，自分自身にたよっていればよか

った． しかし，その状況が現在では非常に変わってきていて．，そのために混乱が生じているの

である．

歯科界においては現在でも，これが私のやり方だ，これが私の個性なのだという先生がた＜

さんいる． しかし，歯科においてはこれは許すことはできない． われわれは人間の健康をケア
ーするという責任を持っているので，これが私流のやり方だという個性を強調するような考え｀

方を許容することはできない． われわれの活動は非常に責任が重い仕事である． われわれはグ

ルー プの関係の原則というものにのっとって行動をしなければいけない． また，グルー プの組

織 をつくるに当たっても，その原則に基づいて行わなければならない． また，この原則が何で

あるかを確認しなければならないそれを確認したあと，原則を一定に使い，また安定させれ

ば，すべてのグル ー プは共通の原則を見つけ出すことができる．

これからの2 ~3年の間は，ヘルスケアーを行うパフォ ー マ ーの共同体に対する意味，共同
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体に対する責任，患者に対する責任，また地球，生物圏に対する責任というのを非常に強く追

求されることになるだろう． そのために，歯科医だとかあるいは医師だとかは，たいへんに非

難されることになるだろうし，あるいは
ー
いろいろ分析されることになるだろう． 最近，歯科医

療行為に対して，新聞にいろいろ批判の意見が載っているがそれ も1つのあらわれであって，
ヘルスケアーをつかさどる者は，これからますますきびしい 目で見られることになるだろう．

われわれはそのことを甘んじて受けなければいけない われわれは自分を保護するために逃げ

てはいけないやはり共同体に対するわれわれの責任を正直に， オ ー プン．に，真剣に考えなけ

ればいけないと思う． そして，ほんとうにわれわれ歯科医の行為が，グル ー プに対して，共同

体に対して価値のあるものであるかどうかを，正直に突き詰めて考えなければいけない． 批判

があったり，あるいはわれわれが人から意見をいわれたような場合には，個人的な考えは抜き

にして， ヘルスケアーを行うグルー プなのだ，グルー フ゜として責任があるのだということを踏

まえた上で反省しなければならない

ヘルスケアーに対する責任というのは，ただ単に歯科だけではなく医科も同じである． 病院，

あるいは職業的なヘルスケアーパフォ ー マ ーというふうにいってもいいかもしれないが，そこ

で働く人たち， あるいは責任を持ってヘルスケアーの仕事をしている人たちは，現在では非常

に利己的な動機のために仕事をしている人が多い．しかし，このような考えは，すべて排除し

なければならない． 個人的な趣味あるいは利己的な考え，金銭的あるいは地位的な成功などと

いうのは，意味のないことだということに気がつかなければいけない．

個性の強調から共通性へ

恥ー一将来の凡の必要性をチェックする際，歯科医療が本当に必要なものであるかどうか

ということをチェ ックしなければならない． ほんとうはあまり必要ではないけれども，歯科医

はこれができるし，患者さんも文句はいわないから，これをやろうという考えは許されない．

不必要な活動や行為をするということは，ただ単に個人に悪い影響を及ぼすというだけではな

く， 公害をもたらすことになる．そして， グル ー フ゜全体に悪影響を与えることになる．

われわれヘルスケアーにたずさわる者は，社会的に非常に特異な責任を持っている． われわ

れはある程度ほかの人たちに尊敬されていて，われわれの行動は社会に大きな影響を与えてい

る．もしわれわれが不必要なことを行って，それに口実をつけて，いいわけをするようなこと

をしたならば，われわれの行為によって悪影響を受ける人がたくさんふえるだろう．

われわれが本当に何が必要であるか，歯科診療にはどのような行為が必要なのかを考えて，

必要なことだけをやりたいと思うのならば，真剣に形の分析を行わなければならない． そし

て，われわれは歯科診療を行うグルー プとして，必要な行為だけをするようになれば，社会に

対しての影響力も非常に大きくなるだろう．

たぶん人間の将来をになうグル ー プとして一番大切なのは， “ヘルスケアーのグル ー プ ’ 'と
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それから “食べものをつくるグル ー プ'’，この 2つに限られるだろう．それ以外にも人間の活

動というのはたくさんあって，人間の生存とは関係のないグル ー プもあるけれども，だんだん

地球における，あるいは生物圏における制限が多くなり問題が多くなるにつれて，最終的に残

るグルー プ， 大切なグル ー プとして残るグル ー プは， ヘルスケアーのグル ー プと食品をつくる

グル ー プ だろう．

そのために，われわれは個人のことだけを考えるのではなく，グルー プとしてものを考えな

ければならない． そのためには統合が必要である． バラバラではなく統合して，トー タルとし

て考えなければいけない． 統合の原則というのは，まず人間の形で共通な点は何であるかを考

える ことである． 人間の形で共通な点は全部地球から生まれたものであり，自然の一部分であ

る ことである． それが何であるかを考えなければならなV ヽ．

たとえばAという人間とBという人間を区別する条件というのは，非常に個人的な条件とい

うことになるが，多くの場合それは視覚にたよっている． 着るものだとか，顔かたちなどで区

別している．もちろん人間は個として存在しているので， もし 人間が全部同じに見えたなら

ば，相手を識別することができなくなって困るだろうが，それはあくまでも人間の根本的なこ

とではない少なくともこの 2~3世紀の間，人間は個性ばかりを強調して，自分はこの人と

ああ違うんだ，自分はこう違うんだという ことばかりいってきた．しかしながら， ヘルスケア
ーにはそれは悪影響しか及ぽしていない特に個人差あるいは個性的な考え方というのは， 一

部の歯科機械メ ー カ ーだとか，歯科材料メー カーによってずいぶん助長されたが，これは決し
て好ましい こととはいえない．

また，大学の教育方法についても，十分でなかった点がたくさんあると思う．総山先生もお

っしゃっているが，大学の講座やコースなどに関しても，現在反省が行われている．カリキュ

ラムの再編成が行われているようであるが，確かにそれは必要なことだと思う． 大学では，歯

科医をエリ ートとしてあるいは個人として，個の部分を強調するのではなく，歯科医としてグ

ル ー プ活動をしなければいけないことを強調すべきだと思う．・現在，これは歯科診療および歯

科教育において最も欠けている部分であるし，特に大学教育において取り入れなければいけな

い大切な点である．

社会の象徴としての歯科医

今日の歯科において，先生方は1人の人間として社会に対してどういうことができるのかと

お考えになるかもしれないあるいは大学の教育者をして，問題をどういうふうに解決すれば

いいのかとお思いになるか も知れない． 毎日の仕事を通じて共同体のためになるとは，あるい

は生物圏のことを考えるということは， 一体どういうことかとお思いになるだろう．しかしな

がら，われわれにとって，・人間として1つの活動を行う以上，それが1つのグル ー プのために

なるか，あるいはグル ー プのためにならないかということは重大な関心である．
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われわれ歯科医は， 常に ‘‘実際の形” に接している人間である． たとえば， 患者さんに裔洞

形成をしているのは， これは全く形を相手にしているわけである．形を相手に している場合に

は， 患者さんのためにこの形を治さなければな ら ない， あるいはこの形 を こう変化させなけれ

ばいけないと考えているのである．

しかしながら， 裔洞形成に関して も， われわれ自身がある意味ではシンボル（象 徴） である

ということ も できる． もしその行為によって影響される人があるのならば， そのこともわれわ

れは考えなければいけない． 具体的にいえば， われわれが窯洞形成をする際に非常に不自然な

動きをしたとする．ハン ドヒ° ースを動かし過 ぎたり， あるいはその裔洞 の部分を見るため にハ

ン ドヒ° ースを何回も何回も動かすのは， これは不自然な動きである． このようなことをするの

は， 自分自身をちゃんと分析していないからである． このことはまず第1に， 環境のエネルギ
ーを浪費している， たとえばハン ドヒ° ース， 電気というエネルギーを浪費している． コ ン プ レ

ッサ ーを動かすた めのエネルギーというのも大切な環境のエネルギ ーである． 1つ1つをとれ

ばささいなことかもしれないが， しかしこれを集めれば， ・ 大きなエ ネルギ ーをむだにすること

になり， これは非常に大きな問題である．

われわれが不必要な動きあるいは不自然な動きをすると， ただ単に時間をむだにしているだ

けではなく， その他の資源をもむだにしていることになる． 特に， 歯科医が1人ではなくグル

ー プで活動をしている場合， アシスタ ントやほかの人と一緒に仕事をしている場合には， 歯科

医が不自然な動きをすることによって， ア シス タ ントのエ ネルギーもむだになる． ア シス タ ン
トも十分に活用できないということになる．

したがって， 今日においては F2—術者のかた ちということをほんとうに深く掘り下げな

ければいけないたとえば視線の方向と視点までの距離だとか， 1つの動きをするため のある

いは1つの行為をするための， あるいは F1一ー ロ 腔内 で 動きをするため に必要なエネルギ ー

がどのくらいか． またその方向を決め， それを動かす筋肉は何であるか．それに反応する筋肉

は何であるか． また， 人間の形を安定させる， つまり座るということであるが， か ら だを安定

させるために使われている筋肉は何であるか． そういうことを十分考えなければならない． じ

やまな ものがあるために， それを避けようとしてわれわれは筋肉をむだに使っていることが多

いが， それもよくチェックしなければならない． もし， そのようなむだなエ ネルギ ーやむだな

動きが多ければ， それはだれのた めにもならない． その意味で， 今こそわれわれはゎれわれ自

身をもっと深く研究しなければならないし， 分析しなければいけなV ヽのである．

凡 の分析の重要 さ

こ の 20 年の間， われわれ歯科医は， いわゆる技術的な面が非 常 に 進歩 し たので， 患者 さ ん

からずいぶん逃れることができるようになった． たとえば私が， ずいぶん前に なるが最初に日

本にハ イ ス ヒ° ード ・ ハンド ヒ° ースを紹介した当時， ほとんどの歯 科医は 1日12時間 ぐらい患
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者さんを診ていた． ハ イス ヒ゜ ー ドが導入され，そしてバ キュー ムが出たために，いままでやっ

ていたことが，不必要になった部分はずいぶんある． そこで歯科医は患者さんから逃げて，患

者さんをそれほど診なくてもいい， ゴルフをやればいい，世界旅行をしたり，観光をしたりし

始 めたわけである． できるだけ長い間患者さんから離れていて，できるだけ少ない時間だけ患

者さんを診るということを考え始めた．

歯科医というのは歯科以外の部分，たとえば趣味の部分， ゴルフなどの部分では， 自 分 自 身

のからだをよく研究している． たとえば ゴルフのボジシ ョ ンだとか，自分のからだと ゴルフボ
ールをどのようにすればいいのか，テニスのボ ールと自分はどういうふうにすればいいか，テ

ニスのボールを打つには自分のからだをどう使えばいいかというようなことを，わりと熱心に

調べてい ら っしゃると思う．

しかしながら，これは人間の生存とはあまり関係のない行為である． あるいは人間の硬組

織 軟組織 を保存するということとはあまり関係がない． そして，歯科医は最も大切なことを

忘れてしまった． つまり自分の最も責任のあるところ，歯科診療という行為に対しては自分 自

身を十分分析していなかった．そしてわれわれが，歯科診療においてはまず 自 分のからだをち

ゃんと見なければいけないんですよといったときに，そこから逃げようとする，抵抗感を持つ

歯科医が多かったのである．
しかしながら，ほんとうに自分のからだ，術者のことを考えないというこ と は，まことに大

きなむだである． また， 材料も非常にむだに している． たとえばア マ ル ガ ム 充填をする際に，

自 分自身のからだがわかっていない先生は，つまり 凡 の認識がない先生というのは，たぶん

ア マル ガ ム の半分ぐらいをむだに使って，患者の口の中に落としてしまうだろう． 半分だけが

充填されて，半分は口に落としてしまうだろう． 口に落としたア マル ガムというのはバキュー

ム で拾われて，そしてそれが排出され，下水管に流れて，社会を汚染させて公害になる． だか

ら，ア マル ガムは患者さんの口の中にあるほうが，川に投 げ捨てるよりはいいわけである． な

ぜこのようなむだが起こったかというと，凡 がちゃんとわかっていないからである．

もし，ほんとうに注意深く，ア マルガム充填器の方向，ア マル ガム充填器に対して必要な圧

カ，充填器をどの方向にどのぐらい動かすかということを正確に分析 し， 充 填 器の 上 下 の動

き，どれくらいの圧力が必要であるかということを分析すれば，必要な量のア マル ガムだけを

充填器に入れて充填することができるだろ う ． むだにすることが少ないはずである． 動きがシ
ステ マティックであれば，ほんとうにむだになるア マ ル ガムは少なくなる． ア マル ガムは1つ

の例であるけれども，すべての修復物に同じことがいえると思う．

現在，われわれ歯科医は， 動きの分析をしていないために，あまりにもいろんなものをむだ

に し てい る ． また技工士も同 じことである． 技 工 士の動きが分析されていない，凡 がわかっ

ていない ために ストーンやディ スクの数 バーの数があまりにもたくさんあり過 ぎる． 毎日

こ れらの Fa (環境のかたち） を使っているわけであるが，これはあまり正しい形じ ゃ ないから
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という理 由 で，し よ っち ゅ う変えてはむだに使って いる． 気にいらないために捨て てしまう．

もちろ ん，使い捨てるとかひんぱんに変えるということは，メ ー カ ーにとってはお金になるか

らい いことであるか も知れないが，患者にとっては非常に迷惑なことである． われわれがほん

とうに 恥 を分析したならば，インストールメントの数もグッと減るはずである． 数は減っても

その利用度は非常に高くなるだろう． そのためにむだはグッと少なくなるはずである．

恒常性の あ る 診療環境

もう1つ，それよりもっと大切なことは，われわれは外の環境に対する責任も考えなければ

ならない私は歯科医というよりはパフォ ー マ ー（実践者） ということばのほうがいいと思う

けれども，いずれにせよパフォ ー マ ーすなわち目的のある活動を行う人が，人間のエ ネ ルギー

の必要性というものを正確に分析し，空間とそして動きと，何が必要であるかを，そして， 一

番ベーシックなセンス（感覚） とそれからその他のセンスを分析する．一 番ベ ーシックなセ ン

スというのは，触覚，筋肉感覚，平衡感覚な どで，これが人間にとっても最も根本的な，原始

的な感覚である． その他の感覚としては聴覚，視覚があるが，これらをまず理解し，そして環

境を全く論理的につくることができるのならば，この環境は一生続く環境となる． 一生という

のは，1人の一生という意味ではなく人 類の一•生という意味であり，歯科診療が続く限りとい

う意味である． そのように分析を行えば，時代が変わってもまわりの形をそれほど変える必要

がないということがわかるはずである．

したがって，このようなパフォ ー マ ーは， い ろ い ろな製品を買 い集めることはやめてしまう

だ ろ う． 点，線，面をすべての動きに照らし合わせて分析すれば，環境の形はもうはっきりと

決まってくる． したがって，その点，線，面，あるいは1つの形，あ る い は1つのエ ネ ルギ

ー，1つの機械，1つのデンタ ル ・ ユニットなどを選択する前に，歯科医は自分自身が人間と

して，また歯科診療を行うグルー プの代表者として，その原則を持たなければならない． 原則

がわかって初めて選択を行うことができ，関係づけることができ，トー タ ルな環境をつくるこ
とができる．

そのようにしてでき上がった歯科診療所はコミュニティ の中でも一 番命の長い場 所というこ

とになるだろ う．そのようにしてつくられた組織，診療所，環境は，歯科診療という作業が続

く限り変わらないで恒常的に存在するはずである．

もしそうでなくて，原則にのっとらないで環境をつくった場合には，6 ヵ 月 か8 ヵ 月 ぐらい

経つと何かおかしい どこかがおかしいと思うようになるだ ろ う． たと えば 目だけで見てこれ

はきれいだから買ったというような場合には，6 ヵ 月 ぐらい経つとほかの感覚が， いや，これ

はおかしいというようになる． 触覚だとか筋肉感覚が，これはおかしい とすぐに感 じは じめる

だ ろ う． どうもこれはおかしいからと，もう1度メ ー カ ーに行き別な も のを探してみる． この

ように， 目と耳でもって錯覚を起こ し，色や声にだまされたような場合には，もう1度変えな
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ければならず，これがいつまで も続くわけである．

• 世界中の歯科医のうち，ひどいところでは，環境はつまり診療所は3年に1回はつくり直さ

なければいけないと考えている人がいる．これは全くどこかが間違っている．3年間に1回歯

科診療所を変えるな どということは，天然資源の莫大なむだ使いである．ほんとうに良心的な

メ ー カ ーであったならば，このようなことは許せないだろう．もし，歯科医が何回も何回も環

境を変える，模様がえを行うことをメ ー カーがいいことと思っているのならば，そのようなメ
ー カーはま さに人類の福祉に何ら役に立たない存在であるといわねばならない．特にヘル ス ケ

アーの分野ではこのようなことは許されるべきではない．

形 と エ ネ ル ギ ー

われわれは，自分自身がもっと考えなければならなV ヽ．われわれの決定あるいは表現方法が

誤解を招くことが多いわけであるから， われわれにはどういう ‘‘形’ ' が必要で，どういう “表

面 ’ ' が必要で，どういう “ エ ネルギー ’ 'を使わなければいけないかということを真剣に考えな

ければならない

この問題についてくわしく話すと非常に時間がかかる．実際にどのようにしてこの点，線，

面を分析していくかということが次の問題になるのであるが，これは小さなグル ー プとでなけ

ればなかなかわかりにくいと思う．その分類の方法やそれからそのための新 しいことばなどと

いうのも， き ょうは時間がないので詳しくお話しすることはできない．

しかしながら，もっともっと真剣にこのことを考えていかなければならないと思っている．

たとえば，われわれがオフィ ス の ごみとして出すもの，この ごみを出せば出すほど，これは

エ ネル ギ ーの浪費になる．また ごみを燃やすためにもエ ネル ギーが必要であるし， ご みを処理

するためにもエ ネ ル ギ ーが必要である． ごみだけではなく，実際に機械などでも，全然役に立

たない機械を買 いこんで，それをすぐに捨てる，すぐに変えるということは，ほんとうに天然

資源のむだ使いである． このようなやり方は，ほんとうに生物圏あるいは全地球的な考え方で

はなく，それに反逆していることになる．不必要なものをたくさん買い込んで，そしてそれを

すぐ捨てるというのは，これはよく “公害＂ ということばが使われているが，私は ‘‘害毒” と

いいたいと思う．公害はまさに ‘‘害毒 ’ ' のことであ って， “害毒” を世の中にどんどんつく つ

ていく，あるいは捨てていく，送り出していくということになる．特にヘル ス ケアーの関係の．

ものは，公害のもととなってはいけないのである．

今日の社会において， ヘル ス ケアーバフォ ー マ ーーの存在価値というのは，天然資源のことを

抜きにしては考えられない天然資源をどのように使い，そしてどのような ‘‘害毒＂ を出すか，

つまり公害 を出すかということに敏感にならなければならない．われわれはできるだけ少ない

天然資源を使って，でき る だけ効果をあげなければいけない．できるだけ公害をなくし，そし

て最大限の効果をあげなければならないのである．そのためには 恥 を理解する必要がある．
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Fz を理解して，初めて最低限の天然資源の最大の効果のための答えの鍵を得ることができるの
である．

個 人の予防 と共同体の予防

予防の責任の問題，責任の確認ということについては，まずゼ ロ の出発点に立ち戻って考え

てみたいと思う． われわれは自分自身に，なぜ歯科診療というのは存在するか，歯科医という

職業 あるいは歯科医療という活動で も いいが，それがなぜ存在するのかということを考えて

みる必要がある．

歯科という職業は，人間の組織を保守する必要があるか ら ， つまり人間の組織がこわされた

場合には，それを治す必要があるから存在するわけである． しかしなが ら 理想的には，歯科と

いう行為，たとえばカ リエスを修復するなどという必要 が なくなることが 一 番いいわけであ

る．つまり，歯科医の存在自体をなくすようになるのが最終的な目的である． もし軟組織や硬

組織を修復する必要が全然ないのな ら ば，いわ ゆるヘルスケア ー というのは必要でなくなって

しまう．

さ ら にいえば，歯科学校の存在価値は，まず筋肉を使わなければいけない点にある． つまり，

人間というのは人間の組織を元に戻すためにどうしても筋肉を使わなければいけない．そのた

めに歯科大学あるいは医科大学というのが存在しているのである．

だか ら ， なぜ歯科医が存在するかということを分析し，そして，ほんとうに人間のためにな

るやり方はどういう も のかということを考 えなければならない． 最終的には，歯科医という職

業が全くなくなれば一 番いいわけである．

先ほどのII厠字によると， 生物圏が1, その 次 が コ ミュニテ ィ （共同体），3番目が患者さん

である． つまり3番目の順位しかないわけである． 患者さんはあくまでも個人であるが，共同

体全体として も 組織を修復する必要がある場合 も ある． したがって，個人の患者さんの治療に

責任を持っている人と共同体に対して責任を持っている人とは， 同じ人ではありえないのでは

ないかと思っている．

たとえばお母さんと子供がいて ，そしてその孫の代 にな って カ リエ ス が全くなくなれば， 初

めて 成功したというふうな考え方がある． 確かにそのよう にいえると思うが，孫の代に カ リエ

ス をなくす責任というのは共同体の責任であ って，歯科医自身というか， 歯科医 と いう個人の

責任ではない．われわれの責任は，まず息者さんのめんどうをみる， 患者さん個人のめんどう

をみることである．私は共同体 に対する責任は歯科医1人の責任の範疇を超える ものであると

． 思う．

治療ーートリート メ ントということばは， 一言でい え ば，人間の軟組織，硬組織がだめにな

っ た か ら ，それを修復するとい う こ とに 尽 き る． それで一度修復されたかあるいは修復する必

要がない場 合にそれを維持する，衛生状態を保つ と い う ような メ イ ンテナ ンスは， 治療の中 に
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入らないもちろん一度治療をしたならば，再び治療が必要になるよう な状態を 防 ぐ こと，

つまり予防ということが必要であ るけれども，予防ーー メ インテナンスは治療ではない，治療
と呼ばないほうがいいだろう．

トリート メ ント—治療には 2つの側面がある．治療にはまず動きが必要だということ，っ

まり術者が指を動か してやらなければいけなV ヽ．われわれの指と手を使って実際の形を形づく

ったりするということであり，それが1つ．もう1つはラン ゲー ジのパフォ ー マンスという側

面である．指を動かすパフォ ー マンスと，それからことばあるいは記号を使うことによってそ

の患者さんの行動を変える，患者さんに影響を与えるという 2つの面があ る ． 歯科医としては，

ことばを使って患者さんの行動を変えていかなければいけない場合もあ る ．たとえば患者さん

の 口 の衛生状態が非常に悪いような場合には，歯科医が ことばを使 って指導をして，その患者

さんの行動をさらによくすることができる．

歯科医としての一 番大きいアイデンテ ィ フ ィ ケーション（証 明）というのは，歯科医の場

所， ロ ケーションである．もし歯科診療のための ロ ケーションを持っていないのならば， だれ

も歯科医とは思わないだろうし，歯科医というイ メ ー ジも出ないだろう．だから，歯科医だけ

ではなくすべてのヘルスケアー パフォ ー マ ーがそうであるが，ヘルスケアーの組織はまずその

場 所によって存在が明らかになる．そこに病院がある，あそこに歯科診療所がある，まず最初

に場 所があるということで大衆はそれを認めるのである．

衛生士の価値と そ の エ リ ア

ヘルスケアーのパフォ ー マ ーは，ただ手を動かして，指を動かして 口 腔内を治せばよいので

はなく，ことばを使って コ ミュニケーションを行なうランゲ ー ジ ・ パフォ ー マンスもしなけれ

ばならないそのためにはことばを使って，ラン ゲ ージ ・ パフォ ー マンスを行う場所が必要に

なる．これは診療室ではない．診療室というのはあくまでも手，指を動かすところであって，

ラン ゲー ジ ・ パフォ ー マンスの場合にはそのための独自な場所が必要なのである．

その例を，診療所の環境にとってみよう．現在ではほとんどの歯科医は， 口 腔衛生が重要だ

ということはおわかりになっているし，現在特にそれ が重要視されている．20数年前に日本

では，この衛生の問題に責任を持つ人たちのトレ ー ニングを始めた．この人たちを衛生士と呼

んでいるわけである．そこで歯科衛生士という職業が生まれ，学校に行けば卒業証書をもらう
ことができる．そしてそこにはサインがしてあって，十分なトレ ー ニングを終えてこの人は歯

科衛生士になったと書いてある．衛生士というのは 自分自身の活動が何であるかということを

はっきりわかっているわけである．そして，また 口 腔衛生を維持するということに関して責任

感を持っている し，自分は何をすればいいかということもわかっているはずである．学校を卒
業するときには そのことをち ゃ んと理解 している．

しかしながら1度歯科診療所に就職してみると，衛生士が使えるスペ ースが全然ない．衛生

. •
. 
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士のいる場所がなV ヽ． そして衛生士がする仕事もはっき りと識別されていないとしたら どうな

るだろうか． 歯科医は頭ではイ メ ー ジとして，口腔衛生が大切だから衛生士という名 前がつい

ている人を雇えばいいと思っているL しかし衛生士が仕事をする場所がなければ，歯科医の場

所を借りなければならない歯科医のあいているところだけ，あるいは使っていないと き だけ

そこを借りて口腔衛生の仕事をする． 時間があまりなく，常にせかされて患者実習をしたりし

なければならない． つまり，衛生の定位ではない，歯科衛生のためにつくられたのではない場

所でもってその作業をしなければいけないことになる．

そうすると，衛生士のストレスが非常にふえるわけである． したが つ て，平均的な衛生士さ

んに私は非常に同情している． 衛生士のステーション （定位）というのは，自分の場所は全然

なく，たぶん自由にで き る場 所は廊下ぐ ら いだろう． 衛生士はただ単にスケ ーリングをやるな

どのモ ー タ ー ・ ステ ーション （機動力のための定位）だけではなくラン ゲ ー ジ ・ ステ ー ション

（ことばや記号のための定位）も必要なのである． 両方必要である．

活動が必要だと確認した場合には，次にだれがそれをするかということを決めて，その活動

のために どれだけのスペ ースが必要かということを分析して，そのスペ ースを与えなければい

けないもしその人間が 占めるスペ ース， 自 分の場所がなければ非常にストレスが多くなる．

頭でイ メ ー ジとしてこうやらなければいけないと思っていることと，現実との間にあまりにも

ギ ャ ップがあるわけであるから，よけいストレスが多くなるのである． 先生方の中で衛生士だ

けが使える衛生処置専用のスペ ースを持っている先生はどのくらいおられるだろうか．もしあ

ればその先生方はまれな例だと思う．

次に，衛生士のランゲ ー ジ ・ パフォ ー マンス，つまり衛生実習のためのエリア ，衛生実習の

コンサルテ ーション ・ ル ームのようなものを持っていらっしゃる先生は何人ぐらいおられるだ

ろうか． 非常に少ないようである． スケーリングを行う場所はあるけれども，衛生士が実際に

コンサルテーションのようにしてランゲ ー ジ ・ パフォ ー マ ンスができるエリア を持っている先

生は非常に少ない．

場合によっては衛生士にア シス タ ントが必要なと き もある．たとえばスケーリングだけはで

き るけれども，患者実習があまりうまくない，伝達が得意でないというような場合には，それ

をアシス タ ントにやってもらってもいいだろう． 人によってはあまり話がうまくないという人

もいるだろう． これはあくまでも1つの例であるが．

正確な シ ンボルの重要性

次にシンボルの問題，シンボルという点に関しては，衛生士がトレ ーニングを受けて，歯牙

を見て，これが頬側，これが近心，遠心，これが舌側，そして咬合面というように，歯牙の5

つの 表 面がわかる よ うになる． これが咬頭 （カスプ），これが陸線 （フォ サ），これは咬合面

の溝 （ グループ），これが歯肉 であるな どというようなト レ ー ニングを受け てい る ． ほとんど
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の歯科のパフォ ー マ ーというのはそれで十分だと考えている． これだけを知っていれば患者さ

んに十分なことができると思っておられる．

しかしながら， われわれは頬側面だけでもよく歯を見ると， たくさんの線を見つけ出すこと

ができる． それぞれの線は何と呼べばいいのだろうか． また 2 つの線が交わっている交差点は

どういうふうに呼べばいいのだろうか． あるいは歯牙と歯槽骨の線と点， これを何と名づけれ

ばV ヽいだろうか． 毎日われわれが簡単に使える呼称というのは現在あるのだろうか． 診療を行

うグル ...:.. プ， アシスタントや衛生士や歯科医などが皆で共通に使える呼称というのはあるのだ

ろうか．

ほんとうに， これらの点， 線を呼称づけて， すぐに反射作用でわかるぐらい， すぐに識別で

きるような呼称が必要なのではないだろうか．われわれは毎日患者の診療を行っている． こと

ばでいうだけで歯のどの点とかどの線とかがすぐ正確に確認できる 呼 称 と い うのは必要だろ

うか， 不必要であろうか． この呼称は患者さんに対して影響がないだろうか． このような点，

線をすべてシンボル化して正確な呼称を毎日使う こ とができるのならば， 患者さんの治療に非

常によい影響が出るのではないだろうか． 診療所のグルー プ全員が共通に使うことができるシ

ンボルを持つことは， 特にグル ー プとしての責任を考える場合， たいへん重要なこ と なのであ

る．

これはあくまでもシンボルの必要性の1例である． 疑いもなく行為を行う際に， この点， こ

の線というふうに名 前をつける必要がある． シ ンボルは， ものの形の関係を識別するために必

要なシンボルと， それから行為を行うために必要なシンボルとの 2種 類に 分けることができ

る．

たとえば生物学， 解剖学などのシンボルは， 形と形との関係を関連づけるのに必要なシンボ

ルである． 解剖学的な名前がたくさんあるけれ ども， 解剖学的な名 前は長過 ぎるしわかりにく

いので， それをもとにして行動を行うことはできない実際にさわる， あるいは削るという目

的のためには， どこを削るのか， すべての点， すべての線を行動のシンボルで表記しなければ

いけないのである．．行動のシンボルで表わして， そしてそれを基準にしなければいけないので

ある． 歯科医は指を動かすその瞬間瞬間， どこをさわる， どこまで動かすということを正確に

知らなければいけない． 歯科医だけではなく， 特にア シスタントな どにもそれをトランスファ

ーしなければいけないので， グル ー プ活動においては特にこの正確なシンボルが大切なのであ

る．

動 き のためのシ ン ボル

もし，歯科医がこの点， 線， 面をはっきりと確認することができないのならば， ほかの技工

士だとかアシスタントなどにそれを伝えることはほとん ど不可能である． 大まかな解剖学的な

呼称で “ こ の部位 ’ ' などといっても， 技工士にはわからなV ヽ． 点， 線， 面でいってあげなけれ
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ばわからない診療の正確度というのはシンボル に よ って非常に影響される．歯科医が使うシ

ンボル に よ って，診療が正確であるかどうかということが決まってくる．診療の正確さが非常

に大きく左右されることになる．

現在われわれはアクト ・ シンボルとこれを呼んでいる． 行動する際 に，作業をする際に使う

シ ンボルという意味であるが，これをつくり直さなければならない． このアクト ・ シ ンボル，

“動きのシンボル ’ ' というのはできるだけ短いものでなければいけない．またできるだけ国際

的なもの，国際的というのは国と国との国境があるということであ って，あまりいいことばで

はないのでイ ン タ ー ナショナルということばではなくバイオスフェア “生物圏的な＂ というこ

とばを使ったほうがいい と思うが， そのシンボルもできるだけ生物圏的なシ ンボルでなければ

いけないのである．

人間の動きのための自然で短いシンボルができたならば，ほんとうに生物圏的な コ ミュニケ
ーショ ンを行うことができる．もしそのシンボルが非常に複雑で，そして非常に局地的に，た

とえば1つの地域だけに 特 有 なも の で あるのならば， コ ミュニケーショ ンはうまくいかない

し，特にヘルスケアー に関しては困ったことになるだろう．ヘルスケアーは人類共通のもので

ある． だから， 国の差だとか，あるいは地域に よ る差というのは許されない． そのために 生物

圏的なシ ンボル，つまり世界のだれでもがわかるシンボルが必要なのである．

予防の シ ン ボルについ て

予防のシ ンボルに関しては，人間はほんとうに今，予防が必要だということを感知すること

ができるだろ う か．人に何かをあまり気を使う よ うにさせるということ，あるいは気を使い過

ぎるというよ うなことは1つの問題である． この状態は予防が必要だというのをどうすれば感

知することができるのだろうか． もし点，線，面という分析がはっきりしている場合 には，

その点，線，面をちゃんと見て，これは予防が必要か必要でないかを識別することができる．

しかし点，線，面の分析がない場合には，どの段階で予防が必要であるかを識別できない． だ

から，予防においても，やはりこの点，線，面に よ る分析は1つの基準であって，予防の必要

性が よ り よ く理解できるのではないかと思う． 時間の関係で詳しくお話しすることができない

が，ここでの 当 初の目的は，先生方に関心を持っていただいて，認識をしていただくことであ

るので，先生方の注意が少しでも喚起される よ うであれば，非常に価値のあることである．こ

の よ うに多くの方々にこまかい1つ1つのお話をすることは非常に むずかしいことである． し
かし一般的に，先生方が ‘‘生物圏と患者 ’ ' という問題に関して考え始めていただくだけでも，

私にとってはまことにうれしい限りである．
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第 2 章 シ ス テ ム ズ ロ ジ ッ ク とは何か

Daryl Beach 

は じ め に

この学会の タ イトルがシステム 論理学会 と なっているが， なぜこのような 名 前が必要なの

か．この点についてはじめに考えてみたい と 思う． このシステム論理 と いう タ イトルは一見，

歯科 と は関係ないこ と ばのように思われるが， 将来はシステム 論理 と いうこ と ばの意味が， 歯

科においても非常に重要な問題になってくるだろう． われわれは歯科医師 と して， 真剣に ‘‘シ

ステム ’ ' と ‘‘論理 ’ ' と いうこの 2つのこ と ばを考えなくてはいけないだろう、 ただシステムだ

けではなく， ‘‘システム 論理＂ と いう こ と ばがなぜ必要なのかを考える時期になってきている．

今日， 世界は人類が非常に大事な時期にきかかっているこ と に気がつき はじめた． 本当に現

代は人類のこれからの存在， 存続に対して の 転換 期にきている， 分岐点にきている と いえよ

ぅ．

時 間 と 空間

1切5 年から 2000 年まで， つまりこれから先の 25 年の間に人類がどのような決定を下すか

ということは， 非常に恒久的な影響を与えることだろう．

もちろんわれわれも歯科医 と してこの問題を十分認識している． われわれは歯科医 と して人

類の分岐点において， どういうことをしな ければいけないかについて考えねばならない．

実際に， 現在においてはこれからの残りの4分の1世紀についての色々な問題が出てきてv:

る． たとえば時間 と は一体何であるか， 時間の存在 と は何であるか， 時間の表現 と は何である

か， そして， 時間の規格は何であるか， と い う こ ど を考えるようになってきている．

根本的にいえば時間とはエネルギーそのものである． エネルギーの関係があってはじめて時

間が存在する． われわれが エネルギーをどのように感じるか と いうこ と が， 時間を感じるとい

うこ と になる． そして， 人間が個人 と して存在する， あるいは他と関係を持つことができる と

いうこ と は， ま さに時間があってはじめて可能なこ と である．時間 と いうのは， ある意味では
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エ ネルギーのベクトルである． 少なくとも人間にはエ ネルギ ーのベクトルとして知覚され る わ

けである．今後 は時間のベクトルは よ り調整されて， 多分人類に残されている時間はどのくら

いか， ということを問われる時代になる だろう． つまり， この地上におけるすべての人間の軟

組織 硬組織はどのくらいこの地上に残っているか， ということが問われる時代になりつつあ

るといえる．

われわれ人 類の一番の関心は， 地球， 人類が残り得るかどうかということで， これは個人と

してではなく， 人 類全体と して残ることができるかどうかという点が問題になってきている．

時間， エ ネルギ ーは行動の源となっている． エ ネルギーがなければ， 行為はありえない． 空間

とエネルギーがあってはじめて行為が行われる． Act ・ 行為をするということから， Activity ·

行動ということばが生まれる．しかしながら， 空間はあくまでも受動的なものであって， つま

り空間というのはそこを 占有される存在としてのみあるわ け である． だから人間という存在に

とって， 空間とは非常に受動的なものである． 空間にエ ネルギ ーが存在し， そして時間は エ ネ

ル ギ ーの下に成り立っているという関係である．

シ ス テ ム （ 系 ） とス フ ェ ア （ 圏 ）

図 2 -1は， あくまでも1つのサ ゼスションとして， シ ステム 論理に関係のあるすべての人の

ためのア ウ トライ ンとして申 し上げたい

An Orientation Outl ine 
for 

Systems Logicians 

Uni 

1 .  Solar 
2.  Litho-Atmos-Hydro 
3. Bio 
4. Physio 
5. Arti 
6. Noo 

図 2-1

まず ‘ ‘宇宙 ’ ' があって， 少なくともわれわれ

が知覚できる限り， 宇宙の中にすべての物が存

在 している． そして宇 宙 の 中 に色 々 な シ ステ

ム ， お よ び圏， 生物隠な ど と い う圏が 存 在 す

る． “太陽圏’ ' これは人 類にとっては最も根本
的であり， その次に ‘‘地圏” ‘ ‘気圏” ‘‘水圏 ’ 'と

続き， そしてその後にわれわれ生物が住んでい

る ‘‘生物圏＂ がある． 生物圏の中に physio

sphere つま り ， われわれが “生理圏 ” と呼べ

る範囲 があ る ． 人間の組織， 人間の軟組織， 硬

組織， こ れは生理圏に属 し ている．

そして生理圏があったために， つまり人間と

いう生理圏があった ために， 人工の物ができて

きて， ‘ ‘人工圏 Artispbere ’ ' が出てきたわけ

である． 人工圏， つまり人工的につくられた圏

は今 H 非常にふえてきている．生理圏は， 必ず
し も 人間だけではないが， 生理圏があった た め
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に人工圏がでてきたわけである． そして今日では人工圏のほうがずっと多くなってしまった．

次に Noo と書いてあるが， これはラテン語で思考という意味である． あるいは心と訳して

いる場合もある． 思考だけが存在する段階が ‘‘思考圏’ ' である．

今日の社会において， いちばん問題になっていることを， 少なくとも論理の側面から考える

ならば， 最も大切なことはここにある自然なもの， 自然界， 自然圏のシステムと人工的なシス

テムとをどのように平衡をとるか， どのように調和させるかということである．
ヘルスケア ーに携わるわれわれの場合， 特に生理圏と人工圏との平衡を強く求めなければな

らないといえよう．

平衡 equilibrium というのはつまり ‘ ‘均等な’ ' という意味である． 専門的なヘルスケア ー

の最終的な 目的は何であるかということが最も大きな問題なのである． そしてもちろんヘルス

ケア ーの最終的な 目的というのは， 人間のからだのシステムを保護することである． 最終的に

は， 心とからだと， そしてから だがおかれている環境との平衡をつくり出すことである． この

平衡状態が最終的な 目的となる． もしからだが全然なくなってしまって， あるいはいらなくな

ってしまって， そして心だけしか残らない場合には， ヘルスケア ーはもちろんいらなくなるわ

けであ る ． だから最終的なヘルスケア ーの 目的は， 全くケア ーをしなくていい状態を作ること

といえよう． そうすればからだがない状態になるから， 心だけが存在するということになる．

そうする と， ほんとうに心はからだなくして存在できるかどうか， これは理論的には非常にお

もしろい問題である．

最近ではこのことが深く研究されるようになってきている． 将来は人工的に人間のからだを

作ることができるようになるかも知れないそして宇宙にある何らかの自然のエネルギ ーと心

のエネルギ ーだけが共存するということにな る かも知れない

これまでは， このような考え方はサイエンスフ ィ クションであっ て， からだなくして心だけ

が存在することなんかできないと思われていた． しかし最近では， これは作り話しではなく，

本当にそういう可能性があるのではないかと考えている学者たちもいるようだ． こ れか ら 25

年ぐらいたっと， ーこのことが真剣にとりあげられるようになると思う． もちろん数年前にはそ

んなことはありえないと思われていたことであったが…． そうすると， このような話題が一体

歯科にどういう関係があるのかと不思議にお思いになるか も知れない． 今日の， このわれわれ

の議題とどうかかわりあいがあるのだろうか．

人類全体 の 健康

最近になって， 昔は歯科医の責任であると考えられていなかったことが， その責任として出
てきている． 今日の社会においては， この地球に対するいろんな考慮がなされるようになって

きた． 特に最近では公害な どの問題で， 地球の存在さえあやぶまれている． だから歯科医とし

ては， ただ1人の患者さんの要求を満たす， あるいは1人の患者さんの治療をする と いうだけ
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ではいけなくなった． 昔はこれが最終的な歯科の目的だったわけである． 昔は1人の患者さん

を診ればよかった． しかし今日， われわれの行為 歯科医の行動とい う のは， 象徴的に非常に

重要になってきている． 今日では歯科医として， 個人として， またグル ー プとして， つまり歯

科医療グルー プとして， 全人類の福祉に矛盾するよ う なことをしていないかど う かを考えねば

ならない

現在においては， 健康 health とい う こ とばは単に個人の健康とい う 問題だけではない． 患

者さんとしてわれわれの所に来る人だけではなく， 人 類全体の健康を問題にしなければいけな

い時期になった． そして， もちろんあまりにも個人の患者さんばガ�りを思 う ために， かえって

全人類に対しての考慮を欠いてしま う ， あるいはそれに訴えて矛盾行為をしてしま う とい う こ

とになる場合もある． そのために， たとえば， 特定の人だけに大籠の天然資源を使 う とい う こ

とは， これ も全人類の福祉に対 じては矛盾している． だからわれわれが個人の患者さんを診る

場合には， われわれの行為自体が全人類の健康にどれだけ影響を及ぼしているかとい う ことを

まずチェックしなければならない実際に現在でもそのよ う な目で見ると， ずいぶん矛盾が存

在すると思 う ． そのよ う な矛盾とい う のは， われわれにとっては非常に深刻な問題である． ま

た現在でも， 自然界， つまり地球から生まれ出た人間が， これからも 存 在していけるかど う

か， つまり人間の組織をこれからも存在させることができるかど う か， これは最終的にはなく

なるわけであるが， その存在する時間をできるだけ長くしたいわけである．

人間のエネルギーボテンシ ャ ル， あるいは人間は， 非常におもしろいものに進化しつつある

と 思 う ． そして人間があまりにも全人 類の福祉に矛盾する よ う な行為をすることによって， 地
球の死とい う かわれわれ全体の死を早めるよ う なことになってはいけないのである．

われわれは， 専門家 professional であり， そのよ う に他人の目が見ている． 専 門家， つま

り自分の職業としてヘルスケアーを行っているものは， それに責任が伴っている． つまりこの

問題を真剣にとりあげる責任がある． われわれは ヘルスケアーを専門家として行っているもの

であるから， 全人類の福祉， あるいは全人類の人類的な健康とい う ことを考えなければいけな
Vヽ ．

シ ス テ ム と論理

この学会の タ イトルとして ‘ ‘システム ＂ ということばと ‘‘論理 ’ ' とい う こ と ば が で ている
（図 2-2) . この 2つのことばは 1 つの基礎的な鍵となることばである． システム と い う こ とば

Body 

)SYSTEMS 
Envi『onment

Natu『al
ヽ

... 
A『tificial

図 2-2

LOGIC 
The faculty o f  mind 
that identities orde『
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は，現在いろんなところで使われている． 特に非常に人工的なものに使われている こ と が多

いたとえば世界中の会社は，自分の会社の製品に00システム というふうに使っており，ま

た広告類などにもシステム という ことばが氾濫している． そのためにシステム とい う ことばが

誤解されるようになってしまった． しかし，システム という ことばは本来非常によい ことばな

ので，これ以外の ことばを新しく作ることはむずかしいのである．

システム という ことばについてはいろいろな人がいろいろな定義をしている ．たとえば生理

学者はシステム という ことばを人間のからだのシステム としてとらえている．呼 吸 器 系 だと
ヽ か， 消化器系だとか，からだの中にあるシステムをすぐ考え る だろ う ． 物理学者も学者によっ

て違うが，自然のシステム を研究している人は， マク ロ システムあるいは ミ ク ロ システム を

研究しているわけであって，たとえば非常に莫大な空間をカバ ーするようなシステム，たとえ

ば太陽系のシステム を研究している人もいるし，地球系を研究している人もいる．

次に環境 Environment とい う ことばであるが，環境とい う ことばは，人間の回りをとりま
くものというふうにお思いになっていただきたい人間の表面に対して環境がどういう関係を

持っているかということが問題になるのである．

環境の中にも人工システム と自然システム とがある． 人工 システム というのは，人間が作っ

たシステム ，そして自然システム とい う のは人の力を借りずに自然界が作った システム であ

る．

他方論理であるが，人間の心 mind の中でも秩序を認知できる能力，人間の心で秩序 order

を確認，認知でき る能力というふうに定義できると思 う ．

そのような意味で論理という ことばを使っていきたいと思うが，この論理というのは人間の

心 mind の中にあるだけであって，これは表現をするものではない． つまり ことばという表

現方法自体は論理ではない． 論理はあくまでも心の中にある能力である．もちろん論理という

のは，人間のからだを保護するために生まれてきたものである． そのために論理があって，っ

まり自分のからだを保護するためにいろいろな思考ができ，思考論理ができ ，予知ができるよ

うになるわけである．つまり，Aが起こったら次はBとい う ことが起こると，将来を予測する

ことができる．

グル ー プ と し て の人間

そして，なぜ予測できるよ う になったかといえば，それは根本的にはからだを守るため であ

った．そのよ う にして個人で自分を保護してきたわけであるが？ だんだん人間がグルー プとし

て生存する時には，グル ー プとしての論理がでてきたのである． しかし最近までは，人間のグ

ル ー フ゜というのは非常に小さかった． たとえば小さな山あいの平地に小グル ー プが住んでいた

ぐらいだった． しかし，全地球が開拓され，地球全部に人が住むよ う になったために，われわ

れは非常に制限された環境の中に， たくさんの人が住まなければならないという状態に直面し
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てい る ．そのような場合， その環境システムを知覚する には， 自分個人を中心にす る ．しかし

そうすると， グルー プにとっての， つまり複数の人間にとっての環境を 分 析 す る とい う こ と

は， 非常にむずかしくな る ．つまり， ーグル ー プがいっしょになった場合には， 個人の個性を尊

重す る 規格ではいけなくな る ．つま りグル ー プ全体の規格でなければならない．今ま でわれわ
れのグルー プといえば， 普通は同じ村同じ場所に住んでい る ような人た ちがグル ー プ で あ っ

た．そして， その人たちは， 小さい所に集ま って住んでいたから， 自分の知覚だけで物事が全

部できた．場所が小さか っ たために人間の知覚だけで， いろんなことをアレンジす る ことがで

きたのである ．しかし， 最近になって人工システムが爆発的にふえたため， 特に通信 機関およ

び運輸機関が非常にふえたために， 人間が自由に動け る ようになった．地球上どこへでも行け

る よ う になったのである ．そのため， 1人の人間がす る ことが地球の全く別の場所の人間に影

響を与える ようになった．しかし， 人間としては 自 分の知覚で確認でき る もののほうが， ずっ

と安心であ る ．たとえば， もし私の責任は私の患者と私の家族だけであって， それ以上のもの

でな < , それ以外の人に対しては私は責任をもたないということがいえ る ならば， 先生方は非

常に快適で楽かも知れない．しかしそれは事実ではない．

私どもの現在の責任は， それよりずっと大きくなってきた．われわれが見たこともない， 感

じたこともないような遠くにい る 人たちのこ．とも考えねばならなくなった．そして， それだけ

われわれは， 象徴的な立場におかれ る ようになった．つまり歯科医としてわれわれが動くたび

に， あ る いは， 何らかの行為をする 時にも象徴的な存在として解釈され， ま たそのような目で

見られる わけである ．人間の， そして人類の健康を維持す る ために， われわれは非常に象徴的

な役割をも果たさなければならないそれゆえに， 今日ではシステムを真に理解する というこ

と， そしてその正しい分類を行い， そしてシステムと論理との真の関係を理解す る ということ

がわれわれにとって最も大切なこととなってきたのである ．これは歯科を実際に開業してやっ

てい る歯科医にとっても， ま た大衆にとっても， すべての人間にとって大切なことであ る ．歯

科医とは， 本当に地球において平衡を求め る ため， つま り地球を存続させ る ために努力をして

い る 団体とみられ る か， それとも全く奇異な人たちだと見られ る か であ る ．だからわれわれ

は， 本当に生物圏を残そうとす る ， ある いは生物圏のバランス， 平衡状態を維持す る ために寄

与してい る歯科医でなければならない

定義 (define) と 洗練 （refine)

歯科医療や歯科医が， 職業として確立されたのは 19 世紀のことであ る ．歯科医と歯科の歴

史というのは非常に短い． つま り歯科の組織化された教育が行われ る ようになったのは19 世

紀である ．そして， 大学においては歯科とは， 個人的に個人の業として何かをや る ものと考え

られてきた．そして英語では開業ということを practice ということばで呼ぶ．たとえば開業

医は practitioner である ．practice という こ とは， 常に練習 をしてい る ， 常に何か を探 し
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ている，常に探究をしている，という意味を持つ．これは患者にとっては非常に迷惑なことで

ある．そして人 類にとっても非常に迷惑なことである．患者としては歯科医に自分を実験台に

しても ら いたくない 自分を相手に練習などをしても ら いたくはないのである．そして歯科医

は，患者をみる段階においてはもう練習が必要でない状態になっていて欲しいのである．だか

ら 私は practice というのは少しおかしいことばだと思う．

しかし， 前世紀に歯科の教育が始

まった頃にはこれは仕方がなかった

のだろう． たとえば，feeling art, 

art of feeling などということばが

非常によく使わ れた．art, 00術

というふうにいう．現在でも辞書を

見ると，歯科というのは治癒の技術

である，あるいは治癒の技術という

よりは治癒の art であるというふう

に書かれている．本来，歯科は art

From 

To 

Personal Exploration-Practice 

in 

The A町 of Heal ing 

Membership In a Defined and Refined 

Dental Health Care System 
図 2-3

であってはな ら ないのである．できるだけ早く芸術というか， art の部分か ら 抜け出さなけれ

ばな ら ないわれわれは，治癒における芸術的な要素を減 ら し， それを最低限におさえたいの

である．そして art ではなく，システム と じ て確立したいのである （図 2-3) .

なぜかというと，現在われわれは歯科のヘルスケアーシステムを定義づけ，さ ら にそれを洗

練させていかなければな ら ないか ら である． そのメンバ ーの一員にな ら なければな ら ない． こ

れはそれほど先のことではなく，これか ら 数 年先にそうな ら なければな ら ない．今年か ら ， ゎ

れわれは歯科ヘルスケアーシステム を定義 define し， そしてそれを洗練 refine するメンバ
ーにな ら なければな ら な いのである．つまり歯科をシステム として扱うようにしなければいけ

ないそのため大学における教育の仕方も再検討する必要があるだろう．今まで私どもが使っ

ていたことばが，＿ 果たしてよかったかどうか，本当の意味がどういうものであるか，ことばの

意味ということをまず検討しなければな ら ないこれは非常にやっかいなことで，初めは少し

不安を感じるかも知れないが，しかしこれを無視しては過 ごせないことである．われわれは歯

科における種々の関係を決め， つまり define し，定義し， そしてそれを洗練させていかなけ

ればな ら ないつまり最低の資源でもって最大の効果を得 ら れるようにしなければな ら ないの

である．日本 語であろうと英語であろうと，すべでの国語においてことばというのは非常にあ

いまいなものである．

正確 な こ と ば

われわれが将来をもう少しはっきりと，正確な方向に進もうとするのであるな ら ば， 今まで
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習慣的に使われていた こ と ばは再検討されなければならないし， 多分そのような こ と ばはもう

使われなくなるだろう． た と えば歯科においてはいろいろなテクニックに関する こ と ばや， ぁ

るいは生物学的な こ と ばであいまいなこ と ばがたくさんある．歯科医 と いうのは， 本 当に点 と

点を結ぶように細かい対象 を正確に把握し， 知覚しなければならない． あいまいな こ と ばでは

正確な行為を行うこ と ができないのである．歯科診療における視野は， 特に作業を行わなけれ

ばならない視野 と いうのは非常に限られている．

しかし， あまりにも細かい点に と らわれる と ， 大きな と ころを無視して矛盾を起こすこ と に

なる． ー ロ に歯科 と いっても， 補綴だ と か， 保存だ と か， 口腔外科だ とか， あるいは診断だ と

かのように非常に細かく分 けられている． そしてわれわれがいう F1 （目的物のかたち） の関係

のみが強調されている． F1 の関係だけを強調するので， F1 のこ と しか考 え ない と いう状態に

なっている． しかし将来は， このような補綴だ と か， あるいは矯正だ と かいう分類の方法は意

味をもたなくなるであろう．

もし歯科で使う こ と ば をかえれば， も っ と 根本 的な分類方法になる と 思う． 歯科においては

行為を分類するのではなく， かたちを分 類するこ と になる と 思う．そうする と 私どもの歯科医

と しての責任 と 価値もまた変わってくる． ·ヽ

前世紀 の歯科教育

今でもそうかも知れないが少く と もわれわれが学校にいた頃， あるいは前世紀においては，

歯科学校 と いうのは非常に個性を重要視した． あなたは自分がやりたいよ う に や り な さい と

か， これは 自 分のやり方だ と いうこ と を非常に強調した． 19 世紀はこれでもよかったのであ

る． なぜならば， 歯科医 と いうのは非常に小さい地城社会で働いていて， 小さな町だ と か村だ

けにいたのである． そこにはあまり資源もなかったし， その地域社会だけにサ ービスをすれば

よかった． そして自分の努力だけでいろんなものを集めて診療していたのである．

前世紀においては， 大学教育は非常に個性を尊重した． またそのようなやり方を奨励したの

である． あなたは自分の能力でやりなさい， 個人の能力 と してやりな さい， 個性 を使いなさ

ぃ， と いうように放置されてV ヽた． つまりその時は歯科の診療 と いうのはグル ー プで行うもの

ではなく， 個人で行うものであった． 歯科医が 1 人で診療をしていたから， それでもある程度

かまわなかった． その時の治療の状態も今 と は違うものであったし， 予防医学など と いうもの

もなかった．歯科医 と はあくまでも痛みを なくす人であり， 口の中に病気のある場合にはそれ

を治してくれる人である と いうふうにしか考えられていなかったのである．しかし， 現在では

違ってきている． 歯科大学は， 前世紀に個性 と いうか個人的なこ と を強 調 し て 設 立 さ れ た の

で， その傾向が今でも歯科大学には残っている．しかし最近開業医は， それではいけない と い

う こ と に気がつき始めた．
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組織 と 組織の相 互 関 係

まず第1に， 歯科医の仕事は， トラ プルがある人の治療だけではなく， そのトラプル を予防

しなければならないようになってきた． そして自然な人間の行動やグル ー プにおける人間の行

動というのを勉強しなければならなくなった． 人間の行動として， 共通のものとして認めるこ

とができる部分， あるいは共通のものとはならない部分をはっきり区別しなければならなくな

ったのである． たとえば， 何か研究 をして， そしてデー タ を作って， 統計学的にそれ をとって

みんなにあてはめるという方法では， 人間の共通行動というのはわからない．つまり研究で デ

ー ク を出せるようなものではないのである． この解明には， 人間の組織と組織の関係 を考えな

ければならないつまり人間のから だとからだの関係である． それが人間の行動の根本的なも

のである．

われわれ人間の外側はさておき， われわれ人間の内側というのは， 人間を維持し， 保護する

ためにある．そして， だれでも人間というのは， 自分の組織を保護することに関心がある．そ

して人間と人間が何らかの行動をする場合には， 人間のからだの表面の組織と関係がある．ゎ

れわれの組織からいろいろな表現がされるが， その表現の最終的な目的は， 他の人間の組織に

どれだけの影響 を与えるかということのみにある． だから， 組織 と 組 織の 相 互 関 係 Inter

tissue relationship をまず知らなければならない．そして何が正常であるか， 何が正常でな

いかという こ と を知らなければならない何が自然であるか， 何が正確であるかということを

はっきりと定義しなければならなくなった．

人 類の規格 と マ イ ウ エ イ の規格

そのためには世界に通用する規格を使わなければならない．つまり， 特定のグル ー プだけに

あてはまる規格ではなく， 全人類に対して， 地球上にいるすべての人に対してあてはまる規格

を作っていかなくてはならないのである． 前世紀に作られた規格というのは， たとえば機械の

規格でも， その他の人間の行動の規格においても， 非常にそれは個人的なもの， 局部的な も の

であった． だから， それを作った人間が死んでしまえば， その規格自体も死んでしまうとい う

状態だった． しかし今日， 人間関係の規格の基準， 規格の選択の仕方は， われわれが死んだ後

でも影響力が残る． たとえば歯科医が1つの規格を選ぶ場合， これは特定な環境を作る場合と

いうふうに考えて も いいと思うが， 人間が選ぶすべての規格というのは， 今 日 自分が死ぬか も
｀

知れないという基準のもとに選ばなければならないる そしてそれは自分たちだけのものではな

く， 後からくる人たちにとっても正しい規格であるかどうかということを考えなければならな
V ヽ ．

そのようにすれば， 人類の歴史を延長することができるだろう． しかし， それと矛盾するこ

と をするのであれば， ゎれゎれは終局的には人類の歴史を縮めることになりかねない． われわ
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れが規格を選ぶ場合には， それが全人類的な規格でなければならない． もしそうでなければ，

結局人類の寿命を縮める こ とにな っ てしまう と いう こ とを申 し上 げたい． だから， われわれが

使うすべての規格， たとえば こ と ばの規格， 材料の規格， 環境の中の表面の規格， 設備の規格

などは， もっと真剣にとりあげなければならない．

過去においては個人的な趣味だとか， 私はこ ういうのが好きだとか， こ ういうス タ イルが好

きだ と かいうこ とで決められていた． 非常に個人主義的であ っ たのである． あなたには こ れが

い いでしょうとか， 私は こ れが好きですとか， あるいはマイホ ー ム ， マイ カー， マ イス タ ッフ ，

マイオフィスなどすべて私の， 私のであ っ たわけである． 私の感じ， 私の治療方法， あなたと

は違うけれども， こ れは私のものだと， 個人ばかりを強調する一時代であった．

しかし， 現在では “私の＂ という こ とは許されない時期にきた． ‘ ‘私の＂ と個人を強調する

こ とは人類に対 しての脅威になる． ヘルスケア ーのプ ロ フェッショナルとして， その名の下に

われわれは人類にサ ービスするためにあるのである． そしてヘルスケア ーに従事している も の

は特に人間の健康を， 個人の健康だけではなく人 類の健康を維持するような規格を作 っ ていか
なくてはならないそうすると， 何をするかという こ とではなく， 何をしてはいけないか， と

いう こ とが大切にな っ てくる． つまり今までは歯科のサ ービスとして行われていたこ とでも，

こ れからはできないという こ とが出てくる． そのた めには論理が必要である． こ れからは論理

に依存していくようになる． そして哲学的な考察というこ とが非常に重要視されるよう に な

る． そうすれば心とから だと環境との平衡状態がくるかも知れない． それが最終的に到達でき

るかも知れない

純粋論理 と 実践論理

さてこ れから歯科に直接関係のある話にはいっていきたいいわゆる論理には， 純粋論理と

実践論理との 2つがある． われわれにとって大切なのは， 理論理性とか純粋論理ではなく プ ラ

クティカルなほう である． そのためにはも ちろん， その純粋論理とそれから実践のための論理

というものの差を知らなければならない． 実際に， 実践的な論理を歯科にあてはめ た場合を考

えていきたいそれができてから最終的には純粋理性というか， 論理の問題にはいりたい．

この純粋論理とそれから実践の論理については， ハ ーバー ドにいる私の友人が カントのいう

純粋理性と実践理性の論理に似ているものだとい った． 昔， 論理とは， 非常に宗教的なものと

いうふうに考えられてい た． つまり， 人間が死んだ後どういう こ とになるか， あるいは宇宙の

神秘的なものをとらえるなど， いろんなとこ ろから論理ということばがでてきたのだが， 私が

使っている論理というのは決 してそういうものではない．

しか し， 純粋論理に関 しては， こ れは人間のからだがなくなったと き の 状 態 の研 究 と いう

か， それを思考として限定するものであ って， 実践論理のほうは人間のからだを保護するため

に必要な論理という こ とになる．人間のからだがなくなれば， それを保護する必要もないわけ
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だから，それは純粋論理になるわけである． しかし，人間のからだがある限り，それを保護す

るということ をしなければならないので，そのために論理が生まれた． 宗教から生まれたわけ

ではなく， 人間のから だおよび自然界から生まれたのが論理である．

昔はからだのために論理が生れたのだが， 現在では逆になって論理のために からだが使われ

ている． つまり， 昔はからだが原因でから だに奉仕するために脳ができたのに， 逆に現在では

脳の方がからだの主人というふうな関係になっている． 現在では，機械で心臓ができるように

なり， 人工的な呼吸器や人工的な循環器などができつつあり， 実際その一部は成功している．

平 衡のための論理

人間のからだの中で最もシ ミュレ ーシ ョ ンできないものは神経系である． 人間の神経系とい

うのは， 機械ではとって変われないもの， あるいはとって変わるには非常にむずかしいシステ

ム である． いずれは， それは解決されるかも知れないが，少くとも現状ではむずかしい． われ

われが生きている今日の社会においては，少なくとも実践論理が必要である． そして人間のか

らだというのは，自然界から地球から生まれてきたものであるが， これからも人間のからだは

ずいぶん長い間存在するだろう． 人間のからだがある限り， ずいぶん長い間歯科の必要性も継

続 して存在するだろう．

先程もいったように， われわれ歯科医はシンボルとして， シンボリックな存在にならなけれ

ばならないつまり，歯科医としては全人類のバランスを， 調和を保っためのシンボルである

というふうにならな ければならないの である． よく私は， 平衡 equilibrium ということば を

使うが， 平衡というのは非常に終局的な人間の目的である．もちろん平衡ということばは非常

にあいまいであるということもよくわかっている． しかし， そのような関係をあらわすには，

平衡ということばが最も適していると思う． 平衡ということと， それから安定した状態にさせ

るということである．

論理を学ぶものとして， 論理家として論理を表現したいという場合には， 何が ‘‘ 論理” であ

るか， そして何が ‘‘論理の表現＂ であるかというふうに， はっきりと分けなければならない．

論理家としては， 平衡状態を認知することが目的になる． つまり，人間にとって本当に調和の

とれたものは何であるかということを教えてくれるのが論理である． 論理があってはじめて平

衡 equilibrium がわかる． その時には何が十分で， 何が十分でないかということ を知らなけ

ればならない論理家としては歯科医療に関して 一 番最 初の 質 問 と して， 歯科は本当に必要

か，必要でないかということを考えるだろう．そして 次 に歯科の行為としては，どこまでやれ

ばよいか を考えるだろう． やりす ぎというのは最もよくない． やり足らないの もよ く ない． だ

からやりす ぎでなく， やり足らなく もない状態が平衡状態なわけである．

現在， 多くの患者さんが治療のしす ぎで悩まされている． 歯科医の活動が必要以上に行われ

てしまったために， 患者さんに害が出ているところがずいぶんある． それ が や り す ぎ で あ る
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か， やりす ぎでないかということを知るためには論理が必要であり， 論理は平衡状態をつくり

出すための条件なのである．

動 き の 4 つの 目 的

もう1つ， ここでお話ししたいこと ばとしてバッシ ビ ティ passivity とアクテ ィ ビ テ ィ
activity がある． 日本 語に直せば， 受動的なこと， 受動の状態， それから能動的な状態と い
うふうに 訳せるが， 平衡状態というのはすべてのものが受動的になった状態をいうのである．
その時こそ本当の安定ということができる．

歯科においても， 歯科の行動， 行為が何であるか考えてみたい つまり歯科でも活動が能動

的に働く場合がある．まず第1にわれわれは， われわれのか ら だを安定させるために動く． こ

れは人間が行動するための最 も根本的な動きである．第 2 に感覚を使 っ て対象を知覚するため

に動く． 活動を行う． そして第 3 の動きとしては， ドライ プがある． つまりドライ プとは， 目

的 に合致した形で何らかの行為をするために指を動かしたり， あるいは肘を動かしたり足を動

かしたり， 声帯 を動か して声を出すことである．それが歯科では必要な行為となる． つまり人

間が動かすものとしては， 声帯と手とそ し て 足．だいたいこの 3 つになるだろう． 第 4の 目的

としては， ・ スペ ースを作るために， あるいはスベ ースを作って， たとえば人間の組織を保護す

るために動く．これは行為を行うときに， 人間の組織が邪魔になるときその組織をちょっと動

かすとか， あるいは， その組織を守るために動かす． つまり， 頬側で作業を行う場合に指で頬

を少し動かすのは， スペ ースを作り， 頬を保護するために動かすのである．

したがって歯科に おいては， すべてのものに対して反応する受動的な状態で環境を作ること

ができれば一 番いい． そして， 歯科医というグル ー プにとって， そのような状態を作るのは非

常に重要な問題である．個人的にそういう状態を作り出す， 個人で1人の人の た め に 作 る の

は， 割合に簡単なことである． しかし， グル ー プ全体のためにこのようなパッシー プな， リア

クティプな環境を作るのは， あるいは関係を作るのは， 非常に緻密な分析を必要とする． その

ような環境を作って， は じめて最少の資源で最大の効果をあげることができるだろう．そして

そういう状態ができては じめて， 今述べた 4 つの動きの 目的が正確に達せられるように なる．

次 に， 患者と術者との物理的関係 について考えてみる と ， F1 の表面と F2 •の表面と， 患者さ

んの残りの部分， つまり E ではない部分， それらの関係を論理的 に決めるためには， まず患

者と術者との治療時における受動的な関係からは じめねばならない．つまり行為を行っている

時ではなく， 受動的な状態から出発して， それらの部分を決めて行く． このような場合 には，

四 次元で物事を考えなければな ら ない．つまり空間 における三次元と， もう1つ時間 と い う次
元を考慮 しなければならない 空間だけではなく， 時間の要素を加えて考 える． そ してそれに

必要なエ ネルギーと表面との関係を考えなければならない．

論理家として， 一番最初に出す質問としては， もしその患者 さ んを治療しなければならない
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場合には，1人の人間のエネルギー が，もう1人の人間に治療を行うために必要とされるわけ

である． つまり患者の治療を行うために，術者のエネルギー が必要なのであって，その場合，

術者はパッシー プつまり受動的である．しかし，術者 F2 Iことって，術者の筋肉 というのは受

動的，能動的両方に動く． つまり，治療という作業をする場合には，動きのための筋肉 と，動

きではなくその術者のからだを安定させるために使われる筋肉と， 2 つの種類の筋肉 があると

いえる．

患者のか ら だの角 度 につい て

論理を考 える場合には，術者と患者との間には不必要な動きは望ましくない． 不必要な動き

があると正確性がそこなわれ る 地上にある形への地球上における一番大きな力は，重力の中

心点から来ている． 縦方向に対して重力が働いている． それに対して，水平の力が交錯する．

地球に対して水平な状態，たとえば人間が横臥している状態，あるいは人間が物を水平に置く

状態がいちばん安定する．つまり人間が横になった場合には，重力だけでからだを全部ささえ

て安定した状態にしてくれる．しかし，人間が縦に立った場合には，何らかの活動をすること

を意味する． 少なくとも人間のからだがそのようにできている． 何か行動を起こす場合には人

間のからだを起こして縦にする． これ が安定性 stability と活動性 activity の差であって，

安定性は，横になった時に一番高く，縦になった時は活動性が高いことを意味している．

したがって人間のからだの軸は術者の場合には，縦の 軸 に合わせて行動しなければならな

いまた患者さんの場合には，横臥している状態 水平な状態が一 番安定しているとい える．

そこで患者さんは水平にした状態で分析し，測定 しなければならない． 患者さんの胴体，大腿

部，下肢，足の部分は，水平面，正確には多少水平でない面もあるかも知れないが，ほぼ水平

にして治療しているドクタ ーをAとする．もう1人の他の先生が，そうじ ゃ なく，患者さんを

こんなふうに水平にすべきではないと，まず背中の部分に少し角度を与えて，大腿部にも角度

を与え，そして下肢の部分にも角 度を与えるべきだといった とする． そうするとそれは論理に

反することになる．＿ 論理を使って考えた場合，患者さんにとって正しいのはどちらだろうか．

つまり胴体，大腿， 下肢はどのような関係にあればいいのだろうか．あるいはもう1人別の先

生が，いろいろ角 度を変えられるようにしたほうがいい 時々はこの角 度， 時々はこの ぐ ら

い 場合によってはこうする，場合によってはこうといろいろ融通性のある角度を提案したと

する． それでは，どこを基準に測定をしていいかわからないこういうふうに動いてしまうも

のというのは，測定の規準にはならない．測定を行う 場合には，縦の軸か，あるいは横の軸か

らでしかできないのである． 患者さんに斜面を与える，あるいは患者さんのからだに角 度を与

えるというのならば，それを主張する人たちこそこの角度が必要だと証 明し な け れ ば な ら な

い．なぜ水平が必要かということを証明するのではなく，角度が必要だといっている人こそ，

なぜその角度が必要なのかを，論理的に証明しなければならなV ヽ． これで十分だと思う人と，



34 

これが必要だと思う人と， 2つ種 類があるわけだから，角 度が必要だという人こそ証明しなけ

ればいけない側にあるのである．患者のからだは水平で十分だといっている人が証明すべきだ

というよりは・ ・ ・ ・ . . .

これは誰の責任だろうか，誰が証明しなければいけないことだろうか．患者のからだにいろ

いろな角度が必要だと考える人，あるいは角度を固定したいと提唱する人こそ証明が必要なの

であって，水平で十分なのだ，それだけで十分必要性を満たしているといっている人は， 証明

から逃れることができると，論理家ならいうだろう．もし論理的にもの ごとを考えた場合そう

なるはずである．

証明 を 正確 に

身体的，物理的，精神的というような ことばがよく使われている．われわれにとってたとえ

ば物理的な基準と，それから，いわゆる精神的なデ ー タ とでは，どちらがより基本的，より基

礎的だろうか．たとえば患者さんの精神的反応，こういう状態に対して患者さんは，精神的に

こう反応するというようなデー タ があったとする．しかしそのためには正確な証明が必要であ

る． そして正確な証明のためには，物理的な証拠を与えなければならない．

論理では，人間の精神状態というのは，非常によく変わるものである． ことばによって人間

の状態は非常に変わってくる． そして ことばから出てくる影響は，あるいは ことばを受けるこ

とによって出てくる影響というのは，物理的に測定することは非常にむずかしい． しかし，現
実問題として歯科医が使うランゲ ー ジによって患者さんは非常に影響される．患者だけではな

く，人間はすべて影響されるということがわかる．本当にその人間の精神的な状態，あるいは

精神的な影響を測定するということは，非常にむずかしくほとんど不可能である． だから最も

安全なのは，物理的な条件をまず論理的のにすることである． 物理的なものを論理的なものに

するということのほうが，ずっと基礎的である．たとえば，‘‘患者さんここは気持ちがいいで

すか' ’ “患者さんこの ほうが 好きですか，きらい ですか” ‘‘より安心感がありますか ’ ' な どと

いうのは測定できないことである．正確に歯科のデ ー タ として扱うこと も できないし，ある患

者さんがこれが気持ちがいいといったからといって，それをもとに全人 類のための規格などは

作れない

この平衡という ことば，それから受動性，安定性，能動性などの ことばと， そしてそのため
に必要な規格を決定しそして行為を行う場合には，行為も測定できるものでなければ困るので
ある：

行為を分析する場合には，なぜその行為をしなければならないか，なぜその行為が必要なの

か， そしてその行為の限界はど こなのかをまず決めなければならない．必要性の限界をまず最

初にチェ ッ クしなければならない人間の行う何らかの行為に名前をつける場合には， その行

為の限界が何であるかということをまず決めなければな ら ないのである．そうでなければ，本
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当 にや り す ぎに な っ て し ま う お それがあ る ．

職業 の 過 保護

現在の社会に お い て は， 仕事 を も っ て い る 人がそれぞれ 自 分の分野 を 弁護す る の に 一所懸命

に な っ て い る ． そ の た め に真の大衆の た め の哲学が な い が し ろ に さ れて い る ． み ん な が そ れぞ

れの専門で 自 分の持 ち 場 を保護 し たい， 自 分の持 ち 場 を 失 い た く な い と い う 欲 望 が 強 い た め

に， 本 当 に人間 に と っ て 何が必要か と い う こ と を忘れて い る ． われわれは歯科医 と い う 名 前で

働い て い る わ け で あ る けれ ど も ， 歯科医で あ る こ と に あ ま り と ら われ過 ぎて， 歯科 を あ ま り に

も 弁護す る た め に ， 人 間 に と っ て何が大切か， あ る い は何が必要で あ る か を 忘 れ て は な ら な

V ヽ ．

ヘル ス ケ ア ー ， 日 本語だ と 健康 の た め の処置 と い う 意味 に な る と 思 う が， ヘ ル ス ケ ア ー か ら

ノ ー ケ ア ー ， 全 く ケ ア ー が必要 で な い状態 にす る こ と こ そ， われわれの真の 目 的で あ る べ き で

あ る ． 健康処懺 自 体は 目 的で は な く ， 健康に対 し て処置 を 必要 と し な い状態が一番最終の 目 的

で あ る ． も ち ろ ん ノ ー ケ ア ー と い っ た場合 に は ， 全然関心が な い と い う 非常に低い レベルの場

合 も あ る ． つ ま り ， 本 当 は ケ ア ー が必要な の に， ケ ア ー を し な い状態は 困 る ． そ う い う 状態 で

な く ， も う 少 し高い段階で本 当 に最終的 に ケ ア ー を す る 必要が な く な り ， そ し て ヘル ス ケ ア ー

の た め の 論理 も 必要でな く な る と い う の が最終的な 目 的で あ る ．

• 純粋論理に た と え る な ら ば， 最終的 に は平衡状態 を う ち た て て， 処置 も 論理 も い ら な い状態

にす る こ と で あ る ． こ の ケ ア ー と い う こ と ばだが， 身体的な も の と 精神的 な も の と 両方 あ る ．

身体的 な ケ ア ー が必要で な く な っ たな ら ば， 精神的な も の も 必要でな く な る わ け で あ る ． つ ま

り 人間 の か ら だが な く な れば， ケ ア ー の感覚はな く な る ． われわれは， プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナルな

健康処置者 と し て ， こ の こ と に 関心 を も つべ き で あ る ． われわれが行 う 行為は， すべ て歯科医

を こ の世か ら な く す と い う 目 的 に合致 し た も の で な ければな ら な い ． そ れ こ そ本 当 の プ ロ フ ェ

ッ シ ョ ナ リ ズム で あ る ． 自 分の職業 を 弁護す る た め で は な く ， 自 分 自 身の職業 を な く すた め に

行為 を し な ければな ら な い 歯科医 と い う 職業 を， 不必要で あ る の に あ え て寿命 を 伸 ばす た め

に行 っ て い る 人は 罪 を 犯 し て い る こ と に な る ． だか ら われわれは人間 と し て ， われわれの か ら

だが必要な 限 り ， 心 と か ら だ と 環境 と の 平衡状態 を確立す る こ と を 目 的 に し な け れ ば な ら な

い そ う な る と ， 歯科医 と し て は非常 に先の こ と に な る が， 遠い所に あ る 目 標 に対 し て ど の よ 、

う に し て い け ばい い の だ ろ う か． 人間 は感覚 を も っ て い る がそ れ を感 じ て い な い時 に 一番純粋

な こ と がで き る ． た と え ば歯科医は， 患者 さ んの 口 の 中 での不快感 を 最低限に押 え る よ う に し

な ければな ら な い． つ ま り 患者 さ んが， 自 分が治療 さ れて い る こ と を 忘れて し ま う よ う な 状態

で あ る こ とが最 も 望ま し い だ か ら 人間 が 自 分の 口 の存在 を 忘れて し ま う よ う な 状態 に す る こ

と が最 も 望ま し い の で あ る ．
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予防 と セ ル フ ケア ー につい て

最近しばしば，予防歯科ということばが使われているが予防自体は目的ではない． 予防とい

うのは，あくまでも1つの進歩の過程に過 ぎない． これまでプ ロ フェッショナルケア ー，つま

り歯科医に行ってケア ーをしていたものが自分自身でやるようになる．しかしセルフケア ー と

いうのは，それでも問題の解決にはならない． なぜならば，自分で毎日口腔内をきれいにしな

さいといわれた場合，かりに1日に1時間自分で口の面倒を見ろといわれたら，その患者にと

っては感覚的に非常に問題であろう． だから，そのようなセルフケア ー，自分自身で処置を行

うこと自体は目的ではな いのである．

も ちろん形として， フ゜ ロ フェッショナルなケア ーの必要がなくなったとき，歯科医という人

はなくなり，次に人間は自分自身の口腔内を1日に1時間かけて処置すれば，清掃すれば，す

べて問題が解決する時期になったとしても，それ自体は問題解決にはな ら ない． なぜならば，

人間が1 日 に 1 時間もかけて口腔内を清掃するということは，決して自然なことではない．っ

まり人間にとっては常にそれが重荷になる． その1時間の間は，患者さんは自分の心がそこに

奪われてしまうということになる． だか 圧 歯科医としては，一番自覚なくまた意識すること

なく，患者さんが口腔内を自分自身で面倒をみることができる状態を作らなければならない．

最近，歯ブラシをいつも持っている人をよく見かける． 非常に口を意識している人である．

そして， ちょうど肘の回転で取れるような所に歯 プラシを持っている． たとえば，上着のボケ

ットなどに入れているわけである． そして何か食べたらすぐ反射的にプラッシングをしている

が，そういうことが果たしていい こ とかどうかを考えなくてはならない．歯をみがかなければ

ならないということをいつも意識しているのである． もちろん禁煙をしたい人が歯ブラシを持

って，たばこを吸いたいときにそれを使うというのはいい考えかも知れないけれども，それに

も限界がある． つまり，やりす ぎはいけないということである． プラ ッ シン グを強調するため

に，その患者さんがあまりにもそのことばかりを考えて重荷になるようでは， 問題の解決には

ならないやはり，そういうことも論理的に考えなければならない．

論理 に 基 づ いた規格

次にシステ ム という ことばに戻ることに す る 前に も いったが，からだと環境のシステムを

つくる人， ヘルスケア ーをしている人，歯科医だけではなく，歯科大学の教育者，あるいは歯

科関係の メ ー カ ーも，つまりヘルスケア ー に従事している人はすべて，これか ら は本 当に必要

なものだけ，本 当に必要なものの規格だけを受け入れるようにしなければならない． 昔に比べ
て，われわれは高い選択眼をもたなければならないのである． 非常に注意深く選択しなければ

ならない

しかし，歯科医は毎日患者さんを診ている． 非常に忙がしいし，患者さんの口の中に常に気
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をとられている． そのために歯科医がシステムを作っていくということではなく，それ以外の

人がしなければならない． しかし残念なことに， 最近では メ ー カ ーの役割，あるいはメ ー カ ー

の目的， メ ー カ ーの責任感というのは，非常に逆行 してきたのではないかと思う． ほとんどの

メ ー カ ー，医療機械，あるいは歯科関係の メ ー カーは，株主のほうが患者より大切だと考えて
いる． メ ー カ ーは，このことを本当に深刻に考えるべきである． なぜならば， メ ー カーがいろ

いろなものの規格を決めてしまっているからである． そして ことばの規格に関しては， 大学教

育者がやは り より真剣にとりあげなければいけないと思う． つまり，最も普遍的な，そして最

も必要なものだけをとりあげた規格を，大学教育者も，そして メ ー カ ーも作っていかなければ

ならない． 大学教育者の影響力は非常に大きい． 他人の意見だけに左右される開業医をつく つ

てはならないし， また開業医は他人の意見に左右されて，自分の環境を作るというふうなこと

をしてはならないのである． 常に論理にのっとって環境を作らなければならない．

秩序 と 自 由 の オア シ ス

歯科において，われわれの環境組織，診療所の組織は，できる限り人間が可能な限り， 論理

性に基づいて作らなければならない． そうすれば，世界中の人間の動きの規格は一緒になるで

あろう． 人間は同じにできているから， だれでも同じに動くようになるはずである． そして，

環境の規格，治療の規格，予防の規格，すべて同じになら ざるをえないのである． 論理に従え

ばそうなら ざるをえないそうすると，た とえば歯科医という職業であ る 場合，あるいは，歯

科診療所にい る 場合には，すべて共通の動きをし，そしてすべて共通の環境を見ることができ

るだろう．

世界中の診療所がすべて論理に基づいた，人間にとって最も自然で，生理的な環境とことば

と動きがあるところになれば，世界中のわれわれの回りにいる人たちは， ‘ ‘現在のように混乱

した状態の中にオアシスがある， 歯科診療所が本当に秩序のオアシスである” と感じるように

なるだろう． 患者として歯科診療所に行き，足を一歩踏み入れて歯科医に会うと，本当の意味

での秩序がそこにあることを感じるだろう． しか も本当に秩序があるにもかかわらず，非常に

自 由な感じがする，つま り 不必要なものはないという自由，そして不必要なものを選択しなく

てもいいという 自 由，つまり選択の 自 由 ではなく選択をしなくてもいい自 由 があるわけであ

る．

そのような診療所は，非常に統 一されて秩序化されたように見える． しかし，そこには非常

な自由 感がある． 歯科診療所は，ただ治療をする所，予防をする所ということではなくなる．

本当に他の分野でも模範となるべき秩序がその診療所に見出される，真の秩序が見出される こ

とになる．． そして本当の自由 をもち，本当の秩序のある存在になることができるはずである．

も し私が東京に行って，あるいはニュー ヨ ークに行って，あるいは鹿児 島に行って，あるいは

ロ ンドンに行って， 歯科医の所に行くと，どの歯科医の所もまるで 自 分の ホ ーム home，家に
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いるような感じがするということになるだ ろう．

世界中の歯科医がそのような秩序をもてば，歯科医は世界中に自分のホ ーム を持つことにな

る．どこに行っても安心感のあるホ ームがあることになる．だから，一 ヵ 所に閉じこもって，

そこだけを守るということをしなくていいのである．どこに移ることも，そして転地をするこ

とも，少しもこわくなく，不安がなくなる．世界中に自分のホ ーム がたくさん散らばることに

なる．そのためにわれわれは，人間として普逼共通の規格をさがさなければならない．そうす

れば，歯科診療所は非常に象徴的な，人間にとって，人間の将来にとって象徴的な秩序と自由

に満たされた場所になるであ ろう．


